
（3）広報もおか 令和元年 7月号（2）

　世帯の総所得金額が、次の基準に該当する世帯については、「均等割額」と「平等割額」が軽減
されます。（世帯主の所得は、国民健康保険に加入・未加入に関わらず所得判定の対象）
　この軽減を受けるには、前年分の所得を申告していることが必要です。

【問い合わせ】国保年金課保険税係　☎ 83 ・ 8594　FAX 83 ・ 6205【問い合わせ】国保年金課国民健康保険係　☎ 83 ・ 8123　FAX 83 ・ 6205

平成 31 年 4 月診療分（令和元年 6 月手続き分）から

国保制度改革

令和元年度からの新しい税率表

支給額が 7,000 円以上（今まで通りの手続きになります）

支給額が 7,000 円未満（新しく手続きが必要になります）

所得が少ない世帯への国民健康保険税の軽減

高額療養費の支給申請方法が変わります

区　　　分
医療保険分
（75歳未満）

後期高齢者支援金分
（75歳未満）

介護納付金分
（40歳以上65歳未満）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 前年の所得に対して 7.0％ 7.0％ 1.9％ 2.5％ 1.9％ 2.1％

資産割 固定資産税額に対して 19.0％ 廃止 4.5％ 廃止 3.0％ 廃止

均等割 加入者１人あたり 25,000 円 25,000 円 8,000 円 9,500 円 8,500 円 10,000 円

平等割 一世帯あたり 23,000 円 21,500 円 7,000 円 7,000 円 7,000 円 5,500 円

課 税 限 度 額 54 万円 58 万円 19 万円 19 万円 16 万円 16 万円

【改正の要点】
・固定資産税額（土地・家屋）に対する資産割を廃止し、所得割、均等割、平等割の 3項目で計
　算する方法とし、各区分の税率等についても見直しを行いました。
・75歳未満の課税限度額について、医療保険分を 4万円引き上げ、58万円としました。
　（最高額は 93万円）

※令和元年度の納税通知書は 7月中旬に、年金差し引きの方への税額決定通知書は 8月上旬に送
　付する予定です。

世帯主と国保加入者の前年の所得合計 軽減割合
世帯の所得が 33万円以下 7 割
世帯の所得が 33万円＋（28万円×加入者数）以下 5 割
世帯の所得が 33万円＋（51万円×加入者数）以下 2 割

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに、安心して医療機関を受診できるよう、加入者が
医療費の一部を保険税として出し合い、助け合う医療保険制度であり、平成 29年度までは市
町村単位で運営されてきました。
　平成 30 年度に国保制度改革が施行され、高齢化の進展による医療費の増加などに対応し、
事業運営の安定化を図るため、栃木県が財政面での責任主体となり、県内の市町と共同して国
民健康保険を運営することになりました。
　こうした制度改革に伴い、市では、令和元年度の国保税率を下記のとおり改正しました。加
入者の皆さまの、ご理解とご協力をお願いします。

　1カ月間（同じ月内）の医療費が高額になったときは、限度額を超えた分が高額療養費とし
て支給されます。該当する世帯には、案内を送付します。
（市の国民健康保険では、診療を受けた月の2～3カ月後以降に該当する方に通知しています）

　案内はがきを送付しますので、国保年金課の窓口で申請してください。

　市から、申請に必要な書類を送付します。
　受け取った「国民健康保険高額療養費支給申請書兼請求書」に記入・押印の上、同封の返信
用封筒にて、返送ください。

《申請に必要なもの》
・案内通知
・被保険者証
・その月にかかった病院の領収書（支払いが完了していない場合は、完了してからの申請になります）
・印鑑
・世帯主の名義の口座番号が分かるもの
　（世帯主以外の方の口座に振り込みを希望する場合は、委任状の提出が必要です）

▲

▲

国民健康保険税の税率が改正されました

返信用封筒で返送

①氏名の隣に押印
②電話番号の記入
③振込先を記入
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（5）広報もおか 令和元年 7月号（4）

【問い合わせ】社会福祉課社会福祉係　☎ 81・6943　FAX83・8554

　対象者の方に円滑にご連絡するため、適切に住所の登録等がされている必要があります。
以下の登録がされているか、ご確認ください。

いわき市、田村市、
南相馬市、川俣町、
広野町、楢葉町、富岡町、
大熊町、双葉町、浪江町、
川内村、葛尾村、飯舘村

現在お住まいの住所を、住民票に登録しましょう。

郵便局への転居届を忘れずにしましょう。

　避難先住所等の変更があれば、以下の窓口に届け出ましょう。
・ 指定 13市町村（※）の方：避難元市町村の窓口
・ それ以外の方：避難先の市区町村窓口

消費税・地方消費税率の10％への引き上げが、住民税非課税の方・子育て世帯の方の消費に与
える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的としています。 

◆ 住民税非課税の方の要件：2019 年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない方
　 （2019 年度分の市町村民税（均等割）が課税されている方の配偶者、扶養親族等、生活
　 保護の被保険者等を除く）　⇒
◆ 子育て世帯主の要件：2016年 4月 2日～2019年 9月 30日までに生まれた子のいる世帯

◆ 住民税非課税の方：購入対象者 1人につき、
◆ 子育て世帯の方：2016 年 4月 2日～ 2019 年 9月 30日までに生まれた子 1人につき
　 
◆ 分割販売（5,000 円の商品券を 4,000 円で購入× 5回）も実施します。

◆ 住民税非課税の方がプレミアム付商品券の購入を希望する際は、2019年 1月 1日時点で  
　 住民票のある市区町村への です。申請書類は7月末頃に、個別に通知します。
◆ 子育て世帯の要件に該当する方は、申請手続きは不要です。

◆ 9 月頃から、購入対象者に市から、プレミアム付商品券の購入引換券を発送します。
◆ 商品券の指定販売場所（引換券の通知の時にお知らせします）で、購入引換券と身分証
　 明ができる書類を提示して購入します。

商品券の使用可能な店舗、その他詳細については、個別通知等でお知らせします。

　10月 1日に予定されている、消費税率の引き上げに伴う影響緩和の対策として、プレミアム付
商品券事業を実施します。（わたのみ商品券・にのみやプレミアム商品券とは関係ありません）
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【問い合わせ】商工観光課観光係　☎ 83 ・ 8135　FAX 83 ・ 0199

宮入り献燈 19:15 ～（みや通り入口～大前神社）

宮出し・神輿渡御 9:45 ～（大前神社～お旅所）
町会渡し神輿渡御 14:10 ～（各町会）
大燈渡御 20:25 ～（寿町～お旅所）

※この交通規制は、6月10日時点のものです。最新情報は、Weekly Newsもおかに掲載しますので、ご確認ください。

お祭り広場 14:10 ～（田町北交差点～荒町寿町交差点）
神輿川渡御 19:00 ～、第 50回大花火大会 19:30 ～

●

●

大前神社

●総合体育館
●市民会館

立入禁止区域

　今年の真岡の夏まつりは、7月 26 日（金）から 28日（日）までの３日間にわたり行われます。
　27日（土）には、今年も子ども神輿、中学生御輿、地域神輿、本社神輿の渡御や山車屋台のぶっ
つけなどが行われるお祭り広場と、第 50回の開催を記念した大花火大会が開催されます。
　最終日の夕方からは、灯と太鼓と勇壮な神輿・山車屋台を融合した宮入り献燈が開催されます。

  　　 《  交通規制の時間帯  》
　　　 　27日 13:30 ～ 22:00
　　 　27日 13:30 ～ 18:30
　　　 　27日 16:00 ～ 22:00
　　　 　27日 18:00 ～ 22:00
　　　　 28 日 16:30 ～ 21:30

日

　程
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日（金）

27日 19:00 ～神輿川渡御
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旧芳賀赤十字病院

プレミアム付商品券事業
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27日 19:30 ～大花火大会

●

久保記念観光
文化交流館

★
お旅所 ●木綿会館

27日 14:10 ～
お祭り広場

真
岡
駅

芳賀赤十字病院

旧芳賀赤十字病院

プレミアム付商品券事業



令和元年 7月号（6）（7）広報もおか

【問い合わせ】環境課ごみ減量係　☎83 ・ 8692、清掃係　☎83 ・ 8126　FAX83 ・ 5896（2係共通）

① educe（リデュース） ② euse（リユース）

③ ecycle（リサイクル）

◆エコバック等を持参し、過剰な包装やレジ袋は断りましょう。
◆買い物に行く前に、冷蔵庫や食品庫の中身を確認して余計
　なものは買わないようにしましょう。

◆フリーマーケットやリサイクルショップを
　活用しましょう。
◆一度購入したものは、修理しながら大切に
　使いましょう。

　どうしても出てしまうごみは、きちんと分別しましょう。

【回収ボックス設置場所】　市内 7カ所（市役所本庁舎、市公民館、市公民館真岡西分館、
　山前分館、大内分館、中村分館、二宮分館）
【回収品目】投入口（40cm× 20cm）に入る小型家電
　例：携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、ゲーム機、電話機、電卓など
【注意点】家電リサイクル法対象品目（テレビ、エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、
　冷凍庫）は回収不可。個人情報を含むものは、あらかじめデータを消去してください。

◆においの付いた紙
　・洗剤容器、石けんの個別包装紙
◆加工された紙
　・圧着はがき　・写真
　・感熱紙（レシート、FAX専用紙など）
　・防水加工紙（紙コップなど）
　・カーボン紙（複写伝票）
　・金属箔が付いた紙（お茶の紙パック）
◆汚れた紙
　・ピザやケーキの箱など　・ティッシュペーパー

◆ティッシュ　
　ペーパーの箱

◆カレンダー ◆紙袋・包装紙◆はがき・封筒

ビニールを取り外す ビニールや金具を
取り外す

紙以外の部分を
取り外す

封筒のセロハンの部分
やテープを取り外す

◆ラップの
箱と芯

　雑紙とは、新聞・雑誌・ダンボール・牛乳パック以外の再生できる紙製品です。

　小さい雑紙は、紙袋に入
れて袋の上から十文字に縛
ります。大きな雑紙は、畳
んでまとめて、ひもで十文
字に縛ります。
　雑紙は、地域で決められ
た資源②の日に、資源ステー
ションに出しましょう。

　市が平成30年度に収集したごみの中で「もえるごみ」は、全体の約80％を占めており、この中
に多く含まれている生ごみや紙類を減らしていくことが、ごみの減量化・再資源化につながります。
　今回は、もえるごみを減らすためにわたしたちができる「３R」についてお伝えします。

！うそら減をみごるえも

　市内に設置した専用の回収ボックスで小型家電を回収し、資源のリサイクルを推進します。

刃を取り外す

　子宮がん・乳がんは女性特有のがんで 30歳～ 40歳代の女性で近年増加
傾向にあります。市では、検診で「何かしらの異常あり」と診断された方
の割合が最も多かったのは 20代・30代でした。

小型家電リサイクル 

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

内容 対象年齢 自己負担金

頸部がん検査 20歳代 800円

頸部がん
および
体部がん検査

30歳以上
（体部は医師
が必要と認
めた方、
希望する方）

1,000 円
（頸部のみは
800円）

子宮がん検診（20歳から）

乳がん検診（30歳から）

■実施期間：令和元年 5月 1日～令和 2年 2月 29日　※休診日を除く
■受診方法：健康増進課へ申し込み。 施設受診券と問診票を郵送します。
　　　　　　  ※年度末は混雑する可能性があります。

医療機関名（所在地） 電話番号

岡田・小松崎クリニック（大谷本町） 84-1941
小菅クリニック（下高間木 1丁目）※予約制 84-3511
柳田産婦人科小児科医院（並木町 4丁目） 84-1833
芳賀赤十字病院（中郷）　月~金の11:00までに受付 82-2195
ひがのクリニック（久下田）　※予約制 74-0051
西真岡アクセプトインターナショナルクリニック
（高勢町）※予約制 80-1000

内容 対象年齢 自己負担金

① 視触診および超音波検査 30～ 39歳 
※ 40歳以上でマンモグラフィを希望しない方 400円

② 視触診およびマンモグラフィ2方向 40歳以上 600円
視触診およびマンモグラフィ1方向 50歳以上 500円

医療機関名（所在地） 検診内容 電話番号

金子医院（熊倉２丁目）　※予約制 ①・② 83-2818
亀山クリニック（亀山１丁目）　※予約制 ①・② 83-3212
鬼怒ヶ丘クリニック（上大沼）　※予約制 ①・② 84-1124
小菅胃腸外科クリニック（熊倉 3丁目）　※予約制 ① 83-8611
高野医院（中）　※予約制 ① 82-3162
芳賀赤十字病院《社会課》（中郷）　※予約制 ② 82-2195
福田記念病院（並木町 3丁目）　※予約制 ① 84-1171
ふじた外科内科クリニック（田町）　※予約制 ①・② 80-2877
柳田外科肛門科医院（台町） ① 82-5525
芳賀中央クリニック（芳賀町） ① 028-677-5581

　がんは誰もがかかる可能性があり、初期症状はほとんどありません。
　自分、そして、大切な方のために症状がなくても年に１度は受診しましょう。

女性がん（子宮がん・乳がん）
施設検診のご案内

◆シャンプーやリンス、ハンドソープ等、詰め替え  
　できるものは詰め替え商品を買いましょう。
◆生ごみの70～80％は水分です。しっかり水切り
　して重量を減らしてから出しましょう。　

① educe （リデュース） ：ごみを減らす
 ② euse （リユース） ：繰り返し使う
 ③ ecycle （リサイクル） ：資源化する

▲

令和元年 7月号（6）（7）広報もおか

【問い合わせ】環境課ごみ減量係　☎83 ・ 8692、清掃係　☎83 ・ 8126　FAX83 ・ 5896（2係共通）

① educe（リデュース） ② euse（リユース）

③ ecycle（リサイクル）

◆エコバック等を持参し、過剰な包装やレジ袋は断りましょう。
◆買い物に行く前に、冷蔵庫や食品庫の中身を確認して余計
　なものは買わないようにしましょう。

◆フリーマーケットやリサイクルショップを
　活用しましょう。
◆一度購入したものは、修理しながら大切に
　使いましょう。

　どうしても出てしまうごみは、きちんと分別しましょう。

【回収ボックス設置場所】　市内 7カ所（市役所本庁舎、市公民館、市公民館真岡西分館、
　山前分館、大内分館、中村分館、二宮分館）
【回収品目】投入口（40cm× 20cm）に入る小型家電
　例：携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、ゲーム機、電話機、電卓など
【注意点】家電リサイクル法対象品目（テレビ、エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、
　冷凍庫）は回収不可。個人情報を含むものは、あらかじめデータを消去してください。

◆においの付いた紙
　・洗剤容器、石けんの個別包装紙
◆加工された紙
　・圧着はがき　・写真
　・感熱紙（レシート、FAX専用紙など）
　・防水加工紙（紙コップなど）
　・カーボン紙（複写伝票）
　・金属箔が付いた紙（お茶の紙パック）
◆汚れた紙
　・ピザやケーキの箱など　・ティッシュペーパー

◆ティッシュ　
　ペーパーの箱

◆カレンダー ◆紙袋・包装紙◆はがき・封筒

ビニールを取り外す ビニールや金具を
取り外す

紙以外の部分を
取り外す

封筒のセロハンの部分
やテープを取り外す

◆ラップの
箱と芯

　雑紙とは、新聞・雑誌・ダンボール・牛乳パック以外の再生できる紙製品です。

　小さい雑紙は、紙袋に入
れて袋の上から十文字に縛
ります。大きな雑紙は、畳
んでまとめて、ひもで十文
字に縛ります。
　雑紙は、地域で決められ
た資源②の日に、資源ステー
ションに出しましょう。

　市が平成30年度に収集したごみの中で「もえるごみ」は、全体の約80％を占めており、この中
に多く含まれている生ごみや紙類を減らしていくことが、ごみの減量化・再資源化につながります。
　今回は、もえるごみを減らすためにわたしたちができる「３R」についてお伝えします。

！うそら減をみごるえも

　市内に設置した専用の回収ボックスで小型家電を回収し、資源のリサイクルを推進します。

刃を取り外す

　子宮がん・乳がんは女性特有のがんで 30歳～ 40歳代の女性で近年増加
傾向にあります。市では、検診で「何かしらの異常あり」と診断された方
の割合が最も多かったのは 20代・30代でした。

小型家電リサイクル 

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

内容 対象年齢 自己負担金

頸部がん検査 20歳代 800円

頸部がん
および
体部がん検査

30歳以上
（体部は医師
が必要と認
めた方、
希望する方）

1,000 円
（頸部のみは
800円）

子宮がん検診（20歳から）

乳がん検診（30歳から）

■実施期間：令和元年 5月 1日～令和 2年 2月 29日　※休診日を除く
■受診方法：健康増進課へ申し込み。 施設受診券と問診票を郵送します。
　　　　　　  ※年度末は混雑する可能性があります。

医療機関名（所在地） 電話番号

岡田・小松崎クリニック（大谷本町） 84-1941
小菅クリニック（下高間木 1丁目）※予約制 84-3511
柳田産婦人科小児科医院（並木町 4丁目） 84-1833
芳賀赤十字病院（中郷）　月~金の11:00までに受付 82-2195
ひがのクリニック（久下田）　※予約制 74-0051
西真岡アクセプトインターナショナルクリニック
（高勢町）※予約制 80-1000

内容 対象年齢 自己負担金

① 視触診および超音波検査 30～ 39歳 
※ 40歳以上でマンモグラフィを希望しない方 400円

② 視触診およびマンモグラフィ2方向 40歳以上 600円
視触診およびマンモグラフィ1方向 50歳以上 500円

医療機関名（所在地） 検診内容 電話番号

金子医院（熊倉２丁目）　※予約制 ①・② 83-2818
亀山クリニック（亀山１丁目）　※予約制 ①・② 83-3212
鬼怒ヶ丘クリニック（上大沼）　※予約制 ①・② 84-1124
小菅胃腸外科クリニック（熊倉 3丁目）　※予約制 ① 83-8611
高野医院（中）　※予約制 ① 82-3162
芳賀赤十字病院《社会課》（中郷）　※予約制 ② 82-2195
福田記念病院（並木町 3丁目）　※予約制 ① 84-1171
ふじた外科内科クリニック（田町）　※予約制 ①・② 80-2877
柳田外科肛門科医院（台町） ① 82-5525
芳賀中央クリニック（芳賀町） ① 028-677-5581

　がんは誰もがかかる可能性があり、初期症状はほとんどありません。
　自分、そして、大切な方のために症状がなくても年に１度は受診しましょう。

女性がん（子宮がん・乳がん）
施設検診のご案内

◆シャンプーやリンス、ハンドソープ等、詰め替え  
　できるものは詰め替え商品を買いましょう。
◆生ごみの70～80％は水分です。しっかり水切り
　して重量を減らしてから出しましょう。　

① educe （リデュース） ：ごみを減らす
 ② euse （リユース） ：繰り返し使う
 ③ ecycle （リサイクル） ：資源化する

▲



令和元年7月号（8）（9）広報もおか

　“こどもバドミントン教室”が行われ30人が参加
しました。第1回目のこの日は、始めにラケットの持
ち方や打ち方などを教わりました。なかなか連続で打
ち返すことができなかった子どもたちも、講師から
アドバイスを受け、何度も挑戦していくうちに上手く
できるようになり、楽しくバドミントンを学びました。

5 月 26 日（日）桜町陣屋跡
尊徳さんの田んぼで米作り体験

5月 25日（土）総合体育館

　多くの方に弓道の楽しさを知ってもらおうと、真
岡弓道会の方を講師に迎え、“弓道教室”が行われ
ました。礼に始まり礼で終わるなどの基本の所作を
教わり、練習を開始しました。参加者は、初めて射
る矢に戸惑っていましたが、数を重ねるうちに堂々
と落ち着いて射ることができるようになりました。

　朝から晴天に恵まれたこの日、会場には県内外から
多くの方が来場し、抽選に当選した1,500人の参加者
が、市内各所のいちごハウスでいちご狩りを楽しみま
した。今回初めて行われた「いちごすくい」では、たく
さんの子どもたちが列を作り、芝生広場ではお楽しみ
アトラクションなども行われ、大いににぎわいました。

　今年で 13回目の開催となった“尊徳さんの田
んぼで米作り体験”に、約 200 人が参加しまし
た。子どもたちは、慣れない田んぼに足元を取ら
れ泥んこになりながらも昔ながらの田植えを楽し
みました。今後は、かかしづくりや稲刈りを行い、
11月には、収穫祭が行われる予定です。

　“第8回真岡コラボまつり”が開催されました。
このお祭りは、コラボーレもおか登録団体の活動内
容の周知や、交流を通じて活動に対する思いを伝え
ることを目的に開催されています。ステージ発表や
作品展示、体験講座などさまざまなイベントが行わ
れ、出展者も来場者も思い思いに楽しみました。

第 8 回真岡コラボまつり
6月 2日（日）二宮コミュニティセンター

　第一子育て支援センターで“子どもフェスティ
バル”が開催されました。44組の親子が来場し、
手遊びや劇などを楽しみ、親子制作では、劇に出
てきた「だるまさん」を作りました。最後は園庭で、
音楽に合わせて元気いっぱい体操をして、親子で
楽しい時間を過ごしました。

5 月 25 日（土）第一子育て支援センター
子どもフェスティバル

5月 19日（日）二宮コミュニティセンター他
真岡いちごフェスタ（真岡いちごまつり2019）
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6月 5日（水）総合運動公園弓道場
弓道教室

令和元年7月号（8）（9）広報もおか

　“こどもバドミントン教室”が行われ30人が参加
しました。第1回目のこの日は、始めにラケットの持
ち方や打ち方などを教わりました。なかなか連続で打
ち返すことができなかった子どもたちも、講師から
アドバイスを受け、何度も挑戦していくうちに上手く
できるようになり、楽しくバドミントンを学びました。

5 月 26 日（日）桜町陣屋跡
尊徳さんの田んぼで米作り体験

5月 25日（土）総合体育館

　多くの方に弓道の楽しさを知ってもらおうと、真
岡弓道会の方を講師に迎え、“弓道教室”が行われ
ました。礼に始まり礼で終わるなどの基本の所作を
教わり、練習を開始しました。参加者は、初めて射
る矢に戸惑っていましたが、数を重ねるうちに堂々
と落ち着いて射ることができるようになりました。

　朝から晴天に恵まれたこの日、会場には県内外から
多くの方が来場し、抽選に当選した1,500人の参加者
が、市内各所のいちごハウスでいちご狩りを楽しみま
した。今回初めて行われた「いちごすくい」では、たく
さんの子どもたちが列を作り、芝生広場ではお楽しみ
アトラクションなども行われ、大いににぎわいました。

　今年で 13回目の開催となった“尊徳さんの田
んぼで米作り体験”に、約 200 人が参加しまし
た。子どもたちは、慣れない田んぼに足元を取ら
れ泥んこになりながらも昔ながらの田植えを楽し
みました。今後は、かかしづくりや稲刈りを行い、
11月には、収穫祭が行われる予定です。

　“第8回真岡コラボまつり”が開催されました。
このお祭りは、コラボーレもおか登録団体の活動内
容の周知や、交流を通じて活動に対する思いを伝え
ることを目的に開催されています。ステージ発表や
作品展示、体験講座などさまざまなイベントが行わ
れ、出展者も来場者も思い思いに楽しみました。

第 8 回真岡コラボまつり
6月 2日（日）二宮コミュニティセンター

　第一子育て支援センターで“子どもフェスティ
バル”が開催されました。44組の親子が来場し、
手遊びや劇などを楽しみ、親子制作では、劇に出
てきた「だるまさん」を作りました。最後は園庭で、
音楽に合わせて元気いっぱい体操をして、親子で
楽しい時間を過ごしました。

5 月 25 日（土）第一子育て支援センター
子どもフェスティバル

5月 19日（日）二宮コミュニティセンター他
真岡いちごフェスタ（真岡いちごまつり2019）

茨城県筑西市
堀江 知

ち か な

叶ちゃん　理
り む

夢ちゃん

上高間木
韮
にらさわ

澤 麗
れ な

奈ちゃん高勢町
佐野 天

あ ま ね

音ちゃん

こどもバドミントン教室

高勢町
大沢 香

か お り

織さん　一
いち る

瑠くん　泰
やす お

夫さん

6月 5日（水）総合運動公園弓道場
弓道教室
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【とき】8月10日（土）
　14:00開演（13:30開場）
【ところ】市民“いちご”ホール  大ホール 
【入場料】全席指定
　大人…1,000円　
　小人（高校生以下）…500円
※入場料は宝くじの助成により特別料金設定
※当日券は前売りで完売しなかったときのみ販売
※ 3歳以上有料、2歳以下膝上無料（席が必要
　な場合有料）
※真岡市芸術鑑賞会会員500円引（市民会館で購入時）

　今年の子ども議会
は、市内の中学 2年
生が、子ども議員と
して活躍します。子
どもの市政への興味
と関心を深め、夢のある提言を求めます。
　子ども議会の様子は、当日、もおかテレ
ビで見ることができます。
【とき】8月 8日（木）13:00 ～ 16:30
【ところ】市議会議場（市役所内）
【参加者】市内の中学 2年生 21人　　　　

　簡単な実験を交えた体験型の調べ学習講
座です。今回のテーマは ｢音｣ です。参加
者全員で「音」に関する実験を行い、専用シー
トにまとめて調べ学習を完成させます。
【とき】7月 21日（日）13:30 ～ 15:30
【ところ】市立図書館  2 階会議室
【参加者】小学 3～ 6年生 8 人
【申し込み】7月 5日（金）
　9:00 から窓口・電話受付

【とき】8月11日（日）10:00～ 12:00
【定員】30人

　四季の野鳥 36種の中から作りたい野鳥
1羽を選べます。
【とき】8月10日（土）、11日（日）、12日（月）

　夏休み期間中に限り、さお、餌、バケツ
を貸し出します。
【とき】夏休み期間中随時 9:00 ～ 15:00

【ところ】根本山自然観察センター

【とき】7月 12日（金）19:00 ～（約 50分）
【観覧料】高校生以上 ･･･200 円
              4 歳～中学生 ･･･100 円
              3 歳以下 ･･･ 無料
※観覧券は当日の 18:30 ～販売

【とき】一般公開中毎日
　① 10:00 ～　② 14:00 ～（約 50分）
【※観覧券販売開始時間】
　① 9:00 ～ ② 13:00 ～
【観覧料】特別公開と同様

※事前申込必要
【とき】7月 22日（月）～ 26日（金）
　　    ① 9:00 ～ 10:30 ② 10:30 ～ 12:00
          ③ 13:30 ～ 15:00 のいずれか

　
【とき】7月 30日（火）
　　　～ 8月 5日（月）
         ① 9:00 ～ 12:00  ② 13:00 ～ 16:00

　　　

　簡単に作れるおもちゃを 2
日間のそれぞれの日程で 4種
類ずつ作ります。
※内容等の詳細はチラシ、市
　ホームページ等で公開する
　のでご覧ください。

【とき】一般公開中毎日
　　　  ① 9:00 ～ 11:30
　　　  ② 13:00 ～ 15:30
【参加料】無料
【申し込み】不要
【日程】
◆7月30日（火）、7月31日（水）
◆ 8月 1日（木）、2日（金）
◆ 8月 3日（土）、4日（日）
◆8月5日（月）《この回は1回のみ》

【とき】8月3日（土）　①9:30～ 11:30 ② 13:30～ 15:30
【対象】小中学生親子（各回 24組）
【参加料】100円（子ども 1人につき）
【申し込み】7月 23日・24日  8:30 ～ 17:15 電話受付

【とき】下表の日程で行います。
　①スライムづくり　②発泡入浴剤づくり

7 月 8月
30（火）31（水）1（木）2（金）3（土）4（日）5（月）

10:00 ② ① ② ① ②
11:00 ② ① ② ① ②
14:00 ① ② ① ② ①
15:00 ① ② ① ② ①

【定員】各回先着 20人（小学 4年生以下は保護者同伴）
【参加料】1人 100 円　
◆入場券の配布　午前の部 9:00 ～　午後の部 13:00 ～

☎

　糸と釘を使い、好きな動物を描いて壁掛けを作ります。
【とき】8月 4日（日）14:00 ～ 16:00
【ところ】久保記念観光文化交流館　観光まちづくりセンター
【対象】小中学生（小学生は保護者同伴）先着 15人　【参加料】300円
【持ち物】好きな動物の下絵（25cm×25cm以内）　【申し込み】窓口・電話受付

【とき】8月 4日（日）① 9:30 ～ 10:30　② 13:30 ～ 14:30　【定員】各回先着 40人
【参加料】1人 100 円　【申し込み】7月 25日・26日  8:30 ～ 17:15 電話受付

　簡単ものづくり体験や大型観察実験装置室の観覧等ができます。

【とき】一般公開中毎日 11:30 ～
【参加料】無料　【申し込み】不要
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戦
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行
わ
れ
ま
し
た
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悼
式
に
は
、
遺
族
、
関
係
者
お
よ
び
来
賓
な

ど
、
合
わ
せ
て
約
３
０
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人
の
方
が
列
席
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、
戊
辰

戦
争
か
ら
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平
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争
ま
で
の
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で
亡
く
な
ら
れ
た

１
９
７
３
柱
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
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　式
で
は
、
国
歌
斉
唱
と
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う

が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
石
坂
市
長
の
式
辞
に
続
い
て
、

真
岡
市
議
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星
野
議
長
、
真
岡
市
遺
族
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連
合
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浅
香
会
長
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遺
族
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合
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木
村
会
長
か
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、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
、
戦
争
の
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
対
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て
、
追
悼
の
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述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
真
岡
市
民
合
唱
団
に
よ
り
、「
故
郷
」「
春

の
小
川
」
な
ど
が
献
唱
さ
れ
た
後
、
全
員
で
献
花
を

さ
さ
げ
、
戦
没
者
の
冥
福
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祈
り
ま
し
た
。

　最
後
は
中
村
地
区
遺
族
会
の
横
松
会
長
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
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▲戦没者追悼式の様子

　▲右から
　真岡市道路・河川愛護会長　日下田さん
　大野原公民館　礒さん
　間木堀公民館長　野澤さん
　砂ヶ原東区長　小塙さん

県
内
最
高
齢
者 

安
達
サ
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さ
ん

市
長
が
訪
問

　５
月
17
日
（
金
）、
県
内
最
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齢
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１
０
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、

古
山
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安
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サ
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安
達
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介
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健
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ば
る
」
で
行
わ
れ
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石
坂
市
長
が
祝
詞
と
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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。
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催
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。
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催
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２
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よ
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収
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。
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わ
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賞
と
な
り
ま

し
た
。

　こ
の
日
、
生
徒
代
表
と
し
て
来
庁
し
た
長
沼
小
学

校
運
営
委
員
の
亀
田
さ
ん
は
、「
探
鳥
会
で
は
、
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
鳥
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
課
環
境
計
画
係

　☎
８
３ 

・
８
２
４
１ 

　FAX
８
３ 

・ 

５
８
９
６

と
話
し
、
同
じ

く
運
営
委
員
の

川
村
さ
ん
は
、

「
鳥
が
絶
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
清
掃
活

動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、

来
年
４
月
１
日
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
・
行
政
機
関
等
が
、

　原
則
敷
地
内
禁
煙
（
屋
外
に
喫
煙
場
所
設
置
可
）

　右
記
以
外
の
す
べ
て
の
施
設
が
、
原
則
屋
内
禁
煙

　（喫
煙
専
用
室
の
み
喫
煙
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
増
進
課
成
人
健
康
係

　☎
８
３  

・  

８
１
２
２

　FAX
８
３  

・  

８
６
１
９

①
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す

②
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
、

　患
者
等
に
特
に
配
慮
す
る

③
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

よ
っ
て
次
の
行
動
は
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

◆
喫
煙
禁
止
場
所
で
喫
煙
し
な
い

◆
喫
煙
の
際
に
、
望
ま
な
い
受
動

　喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
周

　囲
に
配
慮
す
る

◆
紛
ら
わ
し
い
表
示
の
掲
示
や
標

　識
の
汚
損
な
ど
を
し
な
い

議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　令
和
元
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
が
5
月
15
日

（
水
）
に
開
か
れ
、
市
議
会
議
員
改
選
に
伴
う
選
挙
の

結
果
、
新
し
い
議
長
に

星
野 

守
議
員
（
62
歳
・

4
期
）、
副
議
長
に
渡
邉 

隆
議
員
（
54
歳
・
3
期
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
監
査
委
員
に

は
、
野
沢 

達
議
員
（
69

歳
・
4
期
）
が
選
任
さ
れ
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

星野議長　　渡邉副議長

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　間
木
堀
公
民
館
は
37
年
間
、
大
野
原
公
民
館
は
25

年
間
に
わ
た
り
地
域
内
道
路
沿
い
に
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え
て
道
路
美
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　砂
ヶ
原
東
区

は
、
20
年
間
に

わ
た
り
鬼
怒
川

河
川
敷
緑
地
公

園
の
清
掃
活
動

を
行
い
、
河
川

の
美
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　　▲右から
　　長沼小学校校長　星野先生
　　長沼小学校運営委員　川村さん
　　長沼小学校運営委員　亀田さん
　　石坂市長

▲会議の様子

（13）広報もおか 令和元年 7月号（12）

市政ニュース市政ニュース

道
路
・
河
川
愛
護
功
労
団
体
に

 

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　5
月
21
日
（
火
）、
栃
木
県
公
館
に
お
い
て
、
道
路

愛
護
功
労
団
体
・
河
川
愛
護
功
労
団
体
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
県
知
事
表
彰
】

　・
間
木
堀
公
民
館
（
道
路
愛
護
）

【
栃
木
県
道
路
河
川
愛
護
連
合
会
長
表
彰
】

　・
大
野
原
公
民
館
（
道
路
愛
護
）

　・
砂
ヶ
原
東
区
（
河
川
愛
護
）

　こ
の
感
謝
状
は
、
15
年
以
上
に
わ
た
り
道
路
、
河

川
の
愛
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し

【
問
い
合
わ
せ
】
建
設
課
管
理
係

　☎
８
３ 

・ 

８
１
４
７

　FAX
８
３ 

・ 

６
２
４
０

令
和
元
年
度

真
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　☎
８
１ 

・ 

６
９
４
３

　FAX
８
３ 

・ 

８
５
５
４

　5
月
23
日
（
木
）、
市
民
〝
い
ち
ご
〞
ホ
ー
ル
で
、

令
和
元
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　追
悼
式
に
は
、
遺
族
、
関
係
者
お
よ
び
来
賓
な

ど
、
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
の
方
が
列
席
し
、
戊
辰

戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

１
９
７
３
柱
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　式
で
は
、
国
歌
斉
唱
と
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う

が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
石
坂
市
長
の
式
辞
に
続
い
て
、

真
岡
市
議
会 

星
野
議
長
、
真
岡
市
遺
族
会
連
合
会 

浅
香
会
長
、
栃
木
県
遺
族
連
合
会 

木
村
会
長
か
ら
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
、
戦
争
の
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
真
岡
市
民
合
唱
団
に
よ
り
、「
故
郷
」「
春

の
小
川
」
な
ど
が
献
唱
さ
れ
た
後
、
全
員
で
献
花
を

さ
さ
げ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　最
後
は
中
村
地
区
遺
族
会
の
横
松
会
長
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲戦没者追悼式の様子

　▲右から
　真岡市道路・河川愛護会長　日下田さん
　大野原公民館　礒さん
　間木堀公民館長　野澤さん
　砂ヶ原東区長　小塙さん

県
内
最
高
齢
者 

安
達
サ
タ
さ
ん

市
長
が
訪
問

　５
月
17
日
（
金
）、
県
内
最
高
齢
の
１
１
０
歳
で
、

古
山
に
住
所
の
あ
る
安
達
サ
タ
さ
ん
の
長
寿
を
祝
う

会
が
、
安
達
さ
ん
が
入
所
す
る
茨
城
県
結
城
市
に
あ

る
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
す
ば
る
」
で
行
わ
れ
、

石
坂
市
長
が
祝
詞
と
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

 

サ
タ
さ
ん
は
、
食
事
は
好
き

嫌
い
な
く
、
毎
日
3
食
食
べ
て

お
り
、
80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は

肉
料
理
も
好
ん
で
食
べ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

　市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

県
内
最
高
齢
者
と
な
っ
た
の
は

安
達
サ
タ
さ
ん
が
初
め
て
で
す
。 

サ
タ
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
い
て
く
だ
さ
い
。

全
国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会
を
開
催

　6
月
7
日
（
金
）、
青
年
女
性
会
館
で
、
全
国
い
ち

ご
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
実
行
委
員
会
は
、
２
０
２
０
年
3
月
14
日

（
土
）・
15
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
全
国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ

ト
ｉ
ｎ
も
お
か
２
０
２
０
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
う

も
の
で
す
。

　こ
の
日
行
わ
れ
た
第
4
回
目
の
協
議
で
は
、サ
ミ
ッ

ト
当
日
に
行
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
と
イ
ベ
ン

ト
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
り
具
体
的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て

の
提
案
や
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算

報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
の
説

明
が
事
務
局
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
後
も
、
実
行
委
員
会
や
専
門
部
会
で
、
全
国
初
と

な
る
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
】
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト
推
進
室

  

　☎
８
３ 

・ 

８
１
４
１

　FAX
８
３ 

・ 

６
２
０
８

愛
鳥
週
間
野
生
生
物
保
護
功
労

者
表
彰
で
長
沼
小
学
校
が
受
賞

　6
月
5
日
（
水
）、
市
長
公
室
で
、
愛
鳥
週
間
野
生

生
物
保
護
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
沼

小
学
校
が
「
公
益
財
団
法
人
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会

長
褒
状
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　長
沼
小
学
校
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
継
続
し
て
、

春
と
冬
の
年
2
回
の
探
鳥
会
を
実
施
し
て
お
り
、
生

徒
た
ち
は
学
校
周
辺
に
い
る
野
鳥
や
渡
り
鳥
な
ど
の

生
息
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
野
鳥
が
住
み
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
に
、
長
沼
中
学
校
と
合
同
で
学
校
周
辺
お
よ
び
鬼

怒
川
河
川
敷
の
清
掃
活
動
も
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　こ
の
日
、
生
徒
代
表
と
し
て
来
庁
し
た
長
沼
小
学

校
運
営
委
員
の
亀
田
さ
ん
は
、「
探
鳥
会
で
は
、
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
鳥
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
課
環
境
計
画
係

　☎
８
３ 

・
８
２
４
１ 

　FAX
８
３ 

・ 

５
８
９
６

と
話
し
、
同
じ

く
運
営
委
員
の

川
村
さ
ん
は
、

「
鳥
が
絶
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
清
掃
活

動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、

来
年
４
月
１
日
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
・
行
政
機
関
等
が
、

　原
則
敷
地
内
禁
煙
（
屋
外
に
喫
煙
場
所
設
置
可
）

　右
記
以
外
の
す
べ
て
の
施
設
が
、
原
則
屋
内
禁
煙

　（喫
煙
専
用
室
の
み
喫
煙
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
増
進
課
成
人
健
康
係

　☎
８
３  

・  

８
１
２
２

　FAX
８
３  

・  

８
６
１
９

①
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す

②
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
、

　患
者
等
に
特
に
配
慮
す
る

③
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

よ
っ
て
次
の
行
動
は
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

◆
喫
煙
禁
止
場
所
で
喫
煙
し
な
い

◆
喫
煙
の
際
に
、
望
ま
な
い
受
動

　喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
周

　囲
に
配
慮
す
る

◆
紛
ら
わ
し
い
表
示
の
掲
示
や
標

　識
の
汚
損
な
ど
を
し
な
い

議
長
・
副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　令
和
元
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
が
5
月
15
日

（
水
）
に
開
か
れ
、
市
議
会
議
員
改
選
に
伴
う
選
挙
の

結
果
、
新
し
い
議
長
に

星
野 

守
議
員
（
62
歳
・

4
期
）、
副
議
長
に
渡
邉 

隆
議
員
（
54
歳
・
3
期
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
監
査
委
員
に

は
、
野
沢 

達
議
員
（
69

歳
・
4
期
）
が
選
任
さ
れ
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

星野議長　　渡邉副議長

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　間
木
堀
公
民
館
は
37
年
間
、
大
野
原
公
民
館
は
25

年
間
に
わ
た
り
地
域
内
道
路
沿
い
に
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え
て
道
路
美
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　砂
ヶ
原
東
区

は
、
20
年
間
に

わ
た
り
鬼
怒
川

河
川
敷
緑
地
公

園
の
清
掃
活
動

を
行
い
、
河
川

の
美
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　　▲右から
　　長沼小学校校長　星野先生
　　長沼小学校運営委員　川村さん
　　長沼小学校運営委員　亀田さん
　　石坂市長

▲会議の様子



令和元年 7月号（14）

第387回

瀬
せ

畑
ばた

　律
りつ

子
こ

さん

（台町在住 ･90 歳）

　私
は
昭
和
3
年
、
台
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　太
平
洋
戦
争
の
真
っ
只
中

だ
っ
た
昭
和
19
年
、
私
を
含
む

真
岡
女
子
高
校
の
3
年
生
全
員

が
、
群
馬
県
の
太
田
中
島
飛
行

場
に
学
徒
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
こ
で
は
、
戦
争
で
使
う
飛

行
機
の
翼
を
木
槌
で
叩
い
て
平

ら
に
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
親
元
か
ら
離
れ
て
働
い
て

い
た
た
め
、
家
に
帰
り
た
い
と

何
度
涙
を
流
し
た
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
友
達
と
励
ま

し
合
い
な
が
ら
、
1
日
1
日
を

一
生
懸
命
生
き
抜
き
ま
し
た
。

　そ
の
翌
年
、
忘
れ
も
し
な
い

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
ま
ち

▲

昭
和
20
年
7
月
12
日
、
し
と
し
と

と
雨
が
降
っ
て
い
た
夜
の
こ
と
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
母

と
妹
と
3
人
で
、空
襲
に
備
え
て
、

家
の
中
に
畳
を
立
て
て
作
っ
た
囲

い
に
隠
れ
、
じ
っ
と
息
を
ひ
そ
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
台
町

に
焼

し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

ド
カ
ン
と
大
き
な
音
が
し
た
と

思
っ
た
と
き
に
は
、
部
屋
の
蚊
帳

が
燃
え
て
お
り
、
外
に
出
る
と
道

路
は
火
の
海
で
、
足
元
が
燃
え
て

痛
い
痛
い
と
泣
き
な
が
ら
暗
闇
の

中
を
逃
げ
て
い
く
人
た
ち
の
姿
が

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
家
族
は
、
五
行
川
に
架
か
っ
て

い
る
細
い
橋
を
渡
り
、
母
の
実
家

に
命
か
ら
が
ら
避
難
し
ま
し
た
。

　空
襲
の
被
害
は
と
て
も
大
き

く
、
手
ぬ
ぐ
い
一
本
残
ら
ず
、
周

囲
一
帯
が
全
焼
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
家
に
あ
っ
た
イ
チ
ョ

ウ
の
木
だ
け
は
助
か
り
ま
し
た
。

半
分
は
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
生
き
生
き
と
た
く

さ
ん
の
葉
を
つ
け
、
今
で
も
家

の
守
り
神
と
し
て
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
若
い
頃
か
ら
華
道
を
学

ん
で
お
り
、
結
婚
す
る
前
は
、
働

き
な
が
ら
東
京
の
大
学
に
片
道

4
時
間
か
け
て
通
い
ま
し
た
。
40

歳
の
頃
に
は
、
自
宅
や
益
子
町
、

市
内
の
Ｊ
Ａ
な
ど
で
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
茶
道

も
学
ん
で
お
り
、
お
華
と
曜
日
を

変
え
て
教
え
て
い
ま
し
た
。

　最
近
は
、
お
華
を
習
う
方
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
宅

で
開
い
て
い
る
教
室
に
は
、
通
い

続
け
て
く
れ
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
そ
の
中

に
は
子
ど
も
の
生
徒
も
お
り
、
家

が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

　昭
和
の
頃
、
家
の
周
り
は
が

ら
ん
と
し
て
お
り
、
真
岡
鉄
道

が
家
の
窓
か
ら
見
え
た
こ
の
地

域
も
、
今
で
は
多
く
の
家
が
立

ち
並
び
ま
し
た
。
窓
か
ら
鉄
道

は
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
、
元

気
に
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
は
、
苦
楽
を
共
に

し
た
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

る
、
と
て
も
大
切
な
場
所
で
す
。

学徒動員先で友達と
（一番右が瀬畑さん）
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訪
問
購
入

業
者
の
狙
い
は
貴
金
属

《 

事
例 

》

　「洋
服
な
ら
何
で
も
買
い
取
る
」

と
電
話
が
あ
り
、
洋
服
を
用
意
し

て
い
た
が
、来
訪
し
た
業
者
は
「
洋

服
だ
け
で
は
買
い
取
れ
な
い
。
指

輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
な
い
か
」
と

い
う
の
で
指
輪
を
見
せ
た
。
２
万

円
で
買
い
取
っ
て
も
ら
っ
た
が
、

指
輪
を
売
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て

い
る
。
返
し
て
ほ
し
い
。

　業
者
が
家
を
訪
問
し
、
消
費
者

の
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を

買
い
取
る
「
訪
問
購
入
」
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
洋
服
や

皿
な
ど
「
不
用
品
な
ら
何
で
も
買

い
取
る
」
と
言
っ
て
も
、
実
際
に

は
高
価
な
貴
金
属
な
ど
を
買
い
取

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

◆
い
き
な
り
訪
問
し
て
き
た
業
者

　
は
家
に
入
れ
な
い
。

　依
頼
し
て
い
な
い
の
に
、
突
然

の
訪
問
で
買
い
取
り
の
勧
誘
を
す

る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
た

　
物
品
以
外
は
売
ら
な
い
。

　当
初
の
話
と
は
別
の
物
品
を
売

る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
売
却
し
た
後
で
や
め
た
い
と

　
思
っ
た
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　
フ
を
す
る
。

　特
定
商
取
引
法
に
基
づ
き
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約

を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
、

物
品
を
業
者
に
渡
さ
ず
手
元
に
置

い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
適
用
除
外
品
が
あ
る
。

　自
動
車
（
二
輪
車
を
除
く
）、

家
具
、
家
電
（
携
行
が
容
易
な
も

の
を
除
く
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
類
、
有
価
証
券
な
ど
。

　ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
て
も

物
品
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
応
対
す
る
と
き
は

一
人
で
対
応
せ
ず
、
家
族
な
ど
に

立
ち
会
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～ 12:00
13:00～ 16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

2・9・16
23・30日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

13日
（土）

午後 2時～ ◆もおかとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
　「劇場版ムーミン  ムーミン
　谷の夏まつり」（87分）

16日
（火） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

　「野ばら」（89分）
20日
（土） 午後 2時～ ◆おはなしの森

【休館日】1・8・22・29日（月曜日）27日（土曜日）

4日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

13日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
　（変身工作を作ろう）

18日
（木） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

　「命捧げ候」（89分）
23日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

27日
（土）

午後 2時～ ◆にのみやとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（25分）
「忍たま乱太郎の宇宙大冒険withコズ
ミックフロント☆NEXT天の川の段」

【休館日】　1・8・22・29日（月曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

（15）広報もおか

5 月に寄付をしてくださった方々（敬称略）
ありがとうございました。

大前神社節分講社 ･･････････････80,000 円
わたのみ基金

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

善意銀行
物品預託
匿名 ･････････････････････････ タオル 73本
金銭預託
大内東部地区ゴルフ大会 ･･････････21,000 円

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

No.16

“こらぼ～年会”
の様子

久保記念観光文化
交流館での様子

　大谷台町のシルバーサロン・コットンカ
フェと久保記念観光文化交流館でそれぞれ
月 2回、うたごえ喫茶を開催しています。
年齢に関係なく、気軽に集まって、気持ち
よく歌って、笑顔になってもらえばと思っ
ています。季節感のある童謡や唱歌、その
他いろいろなジャンルの曲を歌っています。
ご自由においでください。

コラボーレもおか
利用者による“こ
らぼ～年会”を盛
り上げました。

毎回、15人ほどの
方が参加していま
す。

令和元年 7月号（14）

第387回

瀬
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。
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、
家
に
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と

何
度
涙
を
流
し
た
か
分
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り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
友
達
と
励
ま

し
合
い
な
が
ら
、
1
日
1
日
を

一
生
懸
命
生
き
抜
き
ま
し
た
。

　そ
の
翌
年
、
忘
れ
も
し
な
い

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
ま
ち

▲

昭
和
20
年
7
月
12
日
、
し
と
し
と

と
雨
が
降
っ
て
い
た
夜
の
こ
と
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
母

と
妹
と
3
人
で
、空
襲
に
備
え
て
、

家
の
中
に
畳
を
立
て
て
作
っ
た
囲

い
に
隠
れ
、
じ
っ
と
息
を
ひ
そ
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
台
町

に
焼

し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

ド
カ
ン
と
大
き
な
音
が
し
た
と

思
っ
た
と
き
に
は
、
部
屋
の
蚊
帳

が
燃
え
て
お
り
、
外
に
出
る
と
道

路
は
火
の
海
で
、
足
元
が
燃
え
て

痛
い
痛
い
と
泣
き
な
が
ら
暗
闇
の

中
を
逃
げ
て
い
く
人
た
ち
の
姿
が

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
家
族
は
、
五
行
川
に
架
か
っ
て

い
る
細
い
橋
を
渡
り
、
母
の
実
家

に
命
か
ら
が
ら
避
難
し
ま
し
た
。

　空
襲
の
被
害
は
と
て
も
大
き

く
、
手
ぬ
ぐ
い
一
本
残
ら
ず
、
周

囲
一
帯
が
全
焼
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
家
に
あ
っ
た
イ
チ
ョ

ウ
の
木
だ
け
は
助
か
り
ま
し
た
。

半
分
は
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
生
き
生
き
と
た
く

さ
ん
の
葉
を
つ
け
、
今
で
も
家

の
守
り
神
と
し
て
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
若
い
頃
か
ら
華
道
を
学

ん
で
お
り
、
結
婚
す
る
前
は
、
働

き
な
が
ら
東
京
の
大
学
に
片
道

4
時
間
か
け
て
通
い
ま
し
た
。
40

歳
の
頃
に
は
、
自
宅
や
益
子
町
、

市
内
の
Ｊ
Ａ
な
ど
で
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
茶
道

も
学
ん
で
お
り
、
お
華
と
曜
日
を

変
え
て
教
え
て
い
ま
し
た
。

　最
近
は
、
お
華
を
習
う
方
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
宅

で
開
い
て
い
る
教
室
に
は
、
通
い

続
け
て
く
れ
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
そ
の
中

に
は
子
ど
も
の
生
徒
も
お
り
、
家

が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

　昭
和
の
頃
、
家
の
周
り
は
が

ら
ん
と
し
て
お
り
、
真
岡
鉄
道

が
家
の
窓
か
ら
見
え
た
こ
の
地

域
も
、
今
で
は
多
く
の
家
が
立

ち
並
び
ま
し
た
。
窓
か
ら
鉄
道

は
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
、
元

気
に
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
は
、
苦
楽
を
共
に

し
た
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

る
、
と
て
も
大
切
な
場
所
で
す
。

学徒動員先で友達と
（一番右が瀬畑さん）
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訪
問
購
入

業
者
の
狙
い
は
貴
金
属
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》

　「洋
服
な
ら
何
で
も
買
い
取
る
」

と
電
話
が
あ
り
、
洋
服
を
用
意
し

て
い
た
が
、来
訪
し
た
業
者
は
「
洋

服
だ
け
で
は
買
い
取
れ
な
い
。
指

輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
な
い
か
」
と

い
う
の
で
指
輪
を
見
せ
た
。
２
万

円
で
買
い
取
っ
て
も
ら
っ
た
が
、

指
輪
を
売
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て

い
る
。
返
し
て
ほ
し
い
。

　業
者
が
家
を
訪
問
し
、
消
費
者

の
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を

買
い
取
る
「
訪
問
購
入
」
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
洋
服
や

皿
な
ど
「
不
用
品
な
ら
何
で
も
買

い
取
る
」
と
言
っ
て
も
、
実
際
に

は
高
価
な
貴
金
属
な
ど
を
買
い
取

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

◆
い
き
な
り
訪
問
し
て
き
た
業
者

　
は
家
に
入
れ
な
い
。

　依
頼
し
て
い
な
い
の
に
、
突
然

の
訪
問
で
買
い
取
り
の
勧
誘
を
す

る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
た

　
物
品
以
外
は
売
ら
な
い
。

　当
初
の
話
と
は
別
の
物
品
を
売

る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
売
却
し
た
後
で
や
め
た
い
と

　
思
っ
た
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　
フ
を
す
る
。

　特
定
商
取
引
法
に
基
づ
き
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約

を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
、

物
品
を
業
者
に
渡
さ
ず
手
元
に
置

い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
適
用
除
外
品
が
あ
る
。

　自
動
車
（
二
輪
車
を
除
く
）、

家
具
、
家
電
（
携
行
が
容
易
な
も

の
を
除
く
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
類
、
有
価
証
券
な
ど
。

　ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
て
も

物
品
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
応
対
す
る
と
き
は

一
人
で
対
応
せ
ず
、
家
族
な
ど
に

立
ち
会
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～ 12:00
13:00～ 16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

2・9・16
23・30日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

13日
（土）

午後 2時～ ◆もおかとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）
　「劇場版ムーミン  ムーミン
　谷の夏まつり」（87分）

16日
（火） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

　「野ばら」（89分）
20日
（土） 午後 2時～ ◆おはなしの森

【休館日】1・8・22・29日（月曜日）27日（土曜日）

4日
（木）

午前 10時
　 30 分～

◆ひばりの会
　読み聞かせ

13日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
　（変身工作を作ろう）

18日
（木） 午後 2時～ ◆映写会（大人向け）

　「命捧げ候」（89分）
23日
（火）

午前 10時
　 30 分～

◆子育て支援センター
　絵本の読み聞かせ

27日
（土）

午後 2時～ ◆にのみやとしょかんの
　おはなし会

午後 2時
　 30 分～

◆映写会（子ども向け）（25分）
「忍たま乱太郎の宇宙大冒険withコズ
ミックフロント☆NEXT天の川の段」

【休館日】　1・8・22・29日（月曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

真岡市立図書館 二宮図書館

（15）広報もおか

5 月に寄付をしてくださった方々（敬称略）
ありがとうございました。

大前神社節分講社 ･･････････････80,000 円
わたのみ基金

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

善意銀行
物品預託
匿名 ･････････････････････････ タオル 73本
金銭預託
大内東部地区ゴルフ大会 ･･････････21,000 円

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

No.16

“こらぼ～年会”
の様子

久保記念観光文化
交流館での様子

　大谷台町のシルバーサロン・コットンカ
フェと久保記念観光文化交流館でそれぞれ
月 2回、うたごえ喫茶を開催しています。
年齢に関係なく、気軽に集まって、気持ち
よく歌って、笑顔になってもらえばと思っ
ています。季節感のある童謡や唱歌、その
他いろいろなジャンルの曲を歌っています。
ご自由においでください。

コラボーレもおか
利用者による“こ
らぼ～年会”を盛
り上げました。

毎回、15人ほどの
方が参加していま
す。
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「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」
掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。
☎ 83・8100　E ﾒｰﾙ kouhou@city.moka.lg.jp
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数

★ 人 口 80,588 人 （    ▲ 24 人）
男 40,760 人 （      ▲ 4 人）
女 39,828 人 （    ▲ 20 人）

★ 世 帯 31,301 世帯 （  　16世帯）
※令和元年 6月 1日現在、市民課調べ
※（  ) 内は前月比。住民基本台帳と外国人登録　
　（登録者数 3,379 人）をもとに算出。
※減少の場合のみ▲印を記載。
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強いストロークが魅力のひとつ

『熱い声援よろしくお願いします！』

　4月に行われた世界選手権代表選考会を兼ねた日本選手権で、男子
100ｍバタフライで自己新記録をマークし、初優勝を飾りました。7
月 21日～28日に行われる世界選手権では、バタフライのほか、400
ｍメドレーリレーにも初出場します。日本記録の更新と世界選手権や
オリンピックでの活躍を目指す水沼選手をみんなで応援しましょう！

憩いの場としての広いウッドデッキ

木綿製品も充実しています

無料で誰でも利用できる
 いちごチャンネル
 データ放送
 スマホアプリ
 JC-Smart　　　 iOS版Android 版配信中

久下田西の
　中野　硫

りゅうあ

彪 くん    （9）
　　　　姫

き あ ら

愛 ちゃん（7）
　　　　愛

あ の ん

希 ちゃん（3）

しっかり者の硫彪。妹思いの姫愛。
おてんば愛希。3 きょうだいが
そろうと家の中は、とってもにぎ
やかで毎日笑いが絶えません！
これからも元気に育ってね！
（コメント： 父・康平さん
　　　　　  母・彩香さん）

石島の

植
う え き

木 沙
さ や か

椰香 さん

　リニューアルされた真岡木綿会館は、木綿の製品や特産品を
販売するスペースを増築するとともに、外のウッドデッキには、
いすやテーブルを配置するなど、来館者が憩い、真岡市の魅力
を感じられる施設となりました。まちあるきの拠点として、
新しくなった真岡木綿会館へ、ぜひ訪れてみてください。

12 、13 P議長・副議長選出、戦没者追悼式開催、受動喫煙防止など…
4 P市政ニュース　　　　　　　　　真岡の夏まつり交通規制のお知らせ………………………………/

国民健康保険税の税率が改正されました……………… 2､3 P

プレミアム付商品券事業…………………………………………… 5 P

真岡いちごフェスタ、尊徳さんの田んぼで米作り体験など……さんぽみち　　　　　　　　　 8、9 P/

　　　　　　　　　

もえるごみを減らそう…………………………………………………… 6 P

女性がん（子宮がん・乳がん）施設検診のご案内…………… 7 P

夏の楽習情報………………………………………………………………… 10、11 P
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